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■

Ｌ

Ｎ

Ｇ

導

入

決

断

、

都

市

ガ

ス

事

業

を

塗

り

替

え

る　

１

９

６

９

年

�

月

４

日

、

東

京

湾

に

一

隻

の

白

い

巨

大

な

船

が

姿

を

現

し

た

。

世

界

で

初

め

て

の

商

用

Ｌ

Ｎ

Ｇ

（

液

化

天

然

ガ

ス

）

輸

送

船

「

ポ

ー

ラ

・

ア

ラ

ス

カ

号

」

だ

。

ア

ラ

ス

カ

か

ら

日

本

へ

と

、

初

め

て

Ｌ

Ｎ

Ｇ

を

届

け

た

。

横

浜

市

の

根

岸

工

場

に

着

岸

し

た

そ

の

船

か

ら

、

タ

ン

ク

に

流

し

込

ま

れ

る

Ｌ

Ｎ

Ｇ

。

そ

れ

は

、

日

本

の

都

市

ガ

ス

事

業

を

塗

り

替

え

た

瞬

間

だ

っ

た

。

　

高

度

経

済

成

長

期

、

都

市

ガ

ス

需

要

は

急

増

し

、

大

気

汚

染

も

懸

念

さ

れ

た

。

Ｌ

Ｎ

Ｇ

は

加

工

時

に

硫

黄

分

を

除

去

し

、

燃

焼

時

は

、

石

炭

や

石

油

に

比

べ

二

酸

化

炭

素

の

排

出

量

が

少

な

く

、

相

対

的

に

ク

リ

ー

ン

で

高

効

率

と

い

わ

れ

る

。

東

京

ガ

ス

は

Ｌ

Ｎ

Ｇ

の

導

入

を

決

断

す

る

が

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

を

運

ぶ

イ

ン

フ

ラ

も

、

受

け

入

れ

る

港

も

、

専

用

の

タ

ン

ク

も

な

い

。

技

術

者

た

ち

が

外

部

と

協

力

し

、

ゼ

ロ

か

ら

つ

く

っ

た

。

天

然

ガ

ス

を

マ

イ

ナ

ス

１

６

２

℃

で

液

化

し

、

体

積

を

約

６

０

０

分

の

１

に

縮

め

、

巨

大

な

タ

ン

カ

ー

で

運

ん

だ

。

Ｌ

Ｎ

Ｇ

基

地

の

巨

大

タ

ン

ク

に

貯

蔵

さ

れ

た

Ｌ

Ｎ

Ｇ

は

、

気

体

に

戻

し

、

臭

い

を

つ

け

た

後

、

都

市

ガ

ス

と

し

て

送

り

出

さ

れ

た

。

■

ノ

ウ

ハ

ウ

生

か

し

海

外

の

Ｌ

Ｎ

Ｇ

受

入

基

地

に

参

画　

あ

れ

か

ら

半

世

紀

以

上

が

過

ぎ

た

。

フ

ィ

リ

ピ

ン

共

和

国

・

ル

ソ

ン

島

の

港

町

バ

タ

ン

ガ

ス

市

。

穏

や

か

な

海

に

一

隻

の

巨

大

船

が

浮

か

ぶ

。

浮

体

式

Ｌ

Ｎ

Ｇ

受

入

基

地

だ

。

東

京

ガ

ス

が

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

発

電

事

業

会

社

と

協

業

で

建

設

し

、

２

０

２

５

年

１

月

に

操

業

許

可

を

取

得

し

た

。

２

月

に

は

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

基

地

を

所

有

運

営

す

る

フ

ィ

リ

ピ

ン

企

業

に

出

資

。

商

業

運

転

中

の

海

外

Ｌ

Ｎ

Ｇ

基

地

に

出

資

す

る

の

は

初

め

て

だ

。

前

例

の

な

い

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

。

途

中

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

の

影

響

も

あ

り

、

工

事

は

遅

れ

た

。

東

京

ガ

ス

は

エ

ン

ジ

ニ

ア

を

派

遣

し

、

遅

れ

を

取

り

戻

す

な

ど

あ

ら

ゆ

る

手

段

を

尽

く

し

た

。

基

地

運

営

の

円

滑

化

の

た

め

、

東

京

ガ

ス

の

国

内

操

業

基

地

の

研

修

を

通

し

て

、

現

地

ス

タ

ッ

フ

に

基

地

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

に

関

す

る

教

育

を

実

施

し

た

。

　

フ

ィ

リ

ピ

ン

で

は

、

経

済

成

長

と

人

口

増

加

に

伴

い

、

電

力

需

要

が

増

加

。

東

京

ガ

ス

は

、

当

地

の

安

定

的

な

電

力

供

給

と

低

炭

素

社

会

実

現

の

た

め

、

国

内

で

長

年

蓄

積

し

た

基

地

運

営

の

ノ

ウ

ハ

ウ

を

生

か

す

。

ベ

ト

ナ

ム

で

も

Ｌ

Ｎ

Ｇ

事

業

に

参

画

す

る

な

ど

、

海

外

進

出

を

進

め

て

い

く

。

■

地

域

と

の

共

創

、

「

公

益

追

求

」

の

Ｄ

Ｎ

Ａ

息

づ

く

　

東

京

・

小

平

市

の

東

京

ガ

ス

「

ガ

ス

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

」

。

日

本

資

本

主

義

の

父

と

い

わ

れ

る

渋

沢

栄

一

氏

の

展

示

が

あ

る

。

栄

一

氏

は

、

幕

末

に

パ

リ

万

博

使

節

団

の

一

人

と

し

て

欧

州

を

訪

問

。

パ

リ

の

コ

ン

コ

ル

ド

広

場

の

ガ

ス

灯

と

ガ

ス

供

給

の

イ

ン

フ

ラ

に

深

く

感

銘

を

受

け

た

。

い

ま

の

東

京

ガ

ス

、

「

東

京

瓦

斯

会

社

」

を

１

８

８

５

年

に

設

立

し

、

会

長

に

就

任

し

た

。

栄

一

氏

の

理

念

は

「

論

語

と

算

盤

（

そ

ろ

ば

ん

）

」

。

「

道

徳

と

利

益

は

両

立

で

き

る

」

と

い

う

考

え

に

基

づ

く

。

今

年

�

月

、

創

立

１

４

０

周

年

を

迎

え

る

東

京

ガ

ス

で

は

、

社

会

を

支

え

る

た

め

の

「

公

益

追

求

」

の

Ｄ

Ｎ

Ａ

が

、

い

ま

も

息

づ

く

。

　

東

京

ガ

ス

は

、

地

域

自

治

体

と

連

携

し

、

脱

炭

素

と

防

災

・

安

心

の

ま

ち

づ

く

り

、

さ

ら

に

教

育

、

人

材

育

成

も

支

援

し

て

い

る

。

　

７

月

１

日

、

千

葉

県

木

更

津

市

と

「

ゼ

ロ

カ

ー

ボ

ン

シ

テ

ィ

」

の

実

現

に

向

け

た

包

括

連

携

協

定

を

締

結

。

同

社

常

務

執

行

役

員

の

小

西

雅

子

氏

は

、

「

長

年

培

っ

て

き

た

お

客

さ

ま

か

ら

の

『

信

頼

』

や

『

地

域

密

着

力

』

を

活

か

し

、

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

な

ま

ち

づ

く

り

の

実

現

に

向

け

連

携

で

き

る

こ

と

を

大

変

う

れ

し

く

思

っ

て

お

り

ま

す

」

と

コ

メ

ン

ト

し

た

。

関

東

１

都

６

県

な

ど

で

�

以

上

の

自

治

体

と

こ

う

し

た

取

り

組

み

を

進

め

て

い

る

。

　

■

地

政

学

リ

ス

ク

拡

大

の

中

、

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

多

様

化

　

一

方

、

中

東

情

勢

の

不

安

定

化

が

続

く

中

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

取

り

巻

く

環

境

は

厳

し

さ

を

増

す

。

６

月

�

日

、

東

京

ビ

ッ

グ

サ

イ

ト

。

世

界

�

カ

国

以

上

か

ら

エ

ネ

ル

ギ

ー

関

係

者

が

参

集

し

、

「

Ｊ

ａ

ｐ

ａ

ｎ

Ｅ

ｎ

ｅ

ｒ

ｇ

ｙ

Ｓ

ｕ

ｍ

ｍ

ｉ

ｔ

＆

Ｅ

ｘ

ｈ

ｉ

ｂ

ｉ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

２

０

２

５

」

が

開

催

さ

れ

た

。

東

京

ガ

ス

社

長

の

笹

山

晋

一

氏

は

「

世

界

的

な

地

政

学

リ

ス

ク

、

再

エ

ネ

の

導

入

拡

大

、

そ

し

て

長

期

的

な

需

要

成

長

に

よ

っ

て

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

需

給

構

造

は

歴

史

的

な

転

換

期

に

あ

る

」

な

ど

と

語

っ

た

。

原

料

調

達

に

お

い

て

、

調

達

先

、

契

約

内

容

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

三

つ

の

多

様

化

を

図

り

、

価

格

競

争

力

、

供

給

安

定

性

、

数

量

柔

軟

性

の

向

上

に

取

り

組

ん

で

い

く

。


